
平成２５年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

③取り組
みの課題

議会だよりのリニューアルは、全面的
な改修について意見の一致が難しく、
継続して検討している。

④今後の
改善計画

議会だよりのリニューアルは、全面的
に実施するか、紙面サイズなどはその
ままで部分的に行うか、具体的手法を
決定し実施していく。

①今年度
(H25)の
改善計画

②今年度
(H25)に
実施した
取り組み

参考人として議会広報サポーターを導
入し、専門的な知見から、もっと分か
りやすくするためにレイアウトの構成
を検討し反映していく。

議会広報サポーターとの意見交換、
ワークショップを開催し、議会だより
のリニューアルの方向性を検討した。

Ｂ　達成できなかった

Ａ　対象者は適切である

Ｂ　削減の余地がややあ
る

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

専門的知見を活用するため、議会広報サポーターを公
募し、２名を採用し広報の研究を行った。広報紙リ
ニューアルの先例として東京都あきる野市を視察し

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性

1.00

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

平成25年度

7,576,000 7,178,000 8,384,400

1.00

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

7,576,000 7,178,000 8,384,400

・議会広報サポーターを交えたワーク
ショップを開催するなど、広報紙のリ
ニューアルを検討した。
・議論を行ったが、議会ホームページ
リニューアルも同じ特別委員会で検討
したため、広報紙の平成２５年度中の
リニューアルは実施できなかった。
・翌年度も継続して検討する。

平成23年度 平成24年度

1.20

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

議会だより発行部数 57,700 57,700 57,700 部 →→

名　　称 平成23年度 平成24年度 平成25年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市民 意図
事業
目的

対象

年４回（５月・８月・１１月・２月の各１５日）定例会終了の２か月後に、流山市議会だよ
りを発行する。
新聞折り込みと希望者に対して郵送して配布している。

・昭和５２年１１月６日流山議会だより創刊号の発刊
・平成１９年度議会だより発行部数：５７，５００部
・平成２０年度～２５年度議会だより発行部数：５７，７００部
・新聞未購読者への議会だより郵送分　Ｈ２２：１，２８９人・Ｈ２３：１，３５７人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ２４：１，４５２人・Ｈ２５：１，５３９人

議会だよりの記事の内容を充実し、市民に親しみやすい紙
面作りに努める。

主管課長矢口　道夫地方分権・広域行政への取組

会計 小事大事目項
事業名

政　策
施　策
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議会広報充実事業

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 主管課 議会事務局

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

③

④

指標

①

②

人役・嘱託(人)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)


